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中国語の「動詞＋“給”」について

小 ーー1 郁 夫

0 序

 《収浩劫三一多吉果朴旙塔配凋典》1）は現代中国語においてどのような動詞

がどのような語と結合して「動詞＋結果補語」構造を形づくるかを例文を

挙げて示した，外国人（中国語を母国語としない人）にとって極めて便利

な実用工具書であるが，「動詞＋“給”」の項には，性質の異なるものが混

在していたり，結果補語として扱うべきではないものも含まれているよう

である。しかし，同書に「動詞＋“給”」として挙げられている47例には

現代中国語における「動詞＋“給”」の文法的パターンがほぼ網羅きれて

いるようなので，本稿ではこれらの例文の分析を通して，「動詞＋“給”」

をいくつかに分類し，その文法的取扱い及び特徴について考察してゆくこ

とにする。

 《双沼劫洞一結果朴沼塔配洞典》に挙げられている「動詞＋“給”」は

以下の47例である。

     競給，敗給，背給，抜給，朴給，侍給，侍染給，三三，倒給，

     通給，去給，友給，分給，奉献給，貢献給，迩給，換給，寄

     給，嫁給，奨給，交給，教給，介招給，借給，指献給，掲贈

     給，留給，実給，二三，念給，批給，強加給，切給，辻給，

     時給，賞給，玉響，悦給，推給，推淳給，献給，写給，印友

     給，贈給，鷲嫁給，綾交給，倣給
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1 動詞＋動詞一（1）

 《双三劫洞一心果滋雨塔配高山》に挙げられている47の例文のうち，以

下の9例中の「動詞＋“給”」にはある文法上の共通点が認められる。そ

れは「動詞＋“給”」が二重賓語（間接賓語と直接賓語）を取っていると

いう点である。

 【1】（・》迭ノト面包太大了，二二不了，瑳給fボー半好喝？（このパンは大

    きすぎて食べきれないから，割って半分あなたにあげようか）

 【2】 恵公司毎年抜給下属几Al工π一箸款，作殉新工人的二二餐費。

    （本社は毎年下請け工場に金を支給して，新しくはいった労働者

    の教育費としている）

 【3】 我六一了這這多酒，倒二部一点好不好？（こんなにたくきんの

    お酒，飲みきれないので，あなたにちょっとついであげましょう

    か）

 【4】 他掬出姻切通給我一支，自己高点上了一支。（彼はタバコを取

    り出し，私に1本よこし，自分でも1本火をつけた）

 【5】 学校毎学期都友給教師一些文具用品。（学校は学期ごとに教師

    に文房具を支給している）

 【6】 昨天寵坊屈託，我伯丙人的二一ノト楼上，一ノト二二，二号身迦的

    那位好心人，換給我伯丙張出下的票。（きのう映画を見に行った

    時，私たち2人の切符は1枚が2階席，もう1枚が1階席だった

    が，幸いにも隣にいた親切な人が1階の切符2枚に取りかえてく

    れた）

 【7】 歌曲大面審組多只委員会決定奨必読同者囚人一台二子織。（歌謡

    大賞組織委員会は入賞者全員にエレクト・・一・・一ン1台を賞品として与

    える決定を下した）

 【8】 母来教給気許多生活知沢。（母は私に生活に関する知識をいろ

    いろと教えてくれた）
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 【9】 今町主人高来，賞給用人恨多奈西。（今日，主人は上機嫌で召

    使いに多くの物をほうびとして与えた）

 上例における“餅給” “字解” “日給”“通年”“友給”“換給”“奨

給”“教門”“下給”はすべて二重写語を取り，「動詞＋“給”＋間接賓

語＋直接賓語」という構造になっている。

 【1】'勝給イホ一半［面包］（あなたにパンを半分に割ってあげる）

 【2】'呼野下属几Al工r一筆款（下請け工場に金を支給する）

 【3】'倒給祢一点［酒］（あなたにお酒を少しつぐ）

 【4】'下給四一支［姻］（私にタバコを1本渡す）

 【5】'友給教師一些文具用品（教師に文房具を支給する）

 【6】'換給我伯丙張門下的票（切符を交換して私たちに1階席の切符

    2枚をくれる）

 【7】'奨給荻腔者平人一台一子琴（入賞者全員にエレクトーン1台を

    賞品として与える）

 【8】'教給我許多生活三沢（私に生活に関する知識をいろいろと教え

    てくれる）

 【9】'賞給用人平野奈西（召使いに多くの物をほうびとして与える）

 “給”は「与える」という意味で独立した1つの動詞として使うことが

できるが，その文法的特徴の1つは二重賓語を取り，「“給”＋間接賓語

＋直接賓語」という構造を形づくることができるという点にある。

 〔10〕 給他一早旦 （彼に本を1冊あげる）

 上例【1】～【9】の“蛤”は「与える」という本来の意味を持ってい

る。「動詞＋“給”」の「動詞」で表わされている動作行為の結果，直接

暗語で表わされている物（“一半［面包］” “一筆款”など）は間接賓語

で表わされている人または機関（“イ圷”“下属几Ai工「”など）に「授

与」される。【1】～【9】の「動詞＋“給”」が二重賓語を取っている

のは“給”の動詞性によるものであろう。しかし，この“給”を独立した

1つの動詞とみなし，「動詞＋“給”＋間接賓語＋直接賓語」をいわゆる
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連動式として次のようにIC分析するのは妥当ではなV⊃。

    ＊動詞＋“給”＋間接賓語＋直接賓語→動詞／“給”＋間接賓

    語＋直接賓語

 なぜなら，【1】～【9】の「動詞＋“給”」中の「動詞」は次のよう

に直接賓語と密接な関係を有しているからである。

 【1】”競一半［面包］〔3｝（パンを半分に割る）

 【2】”va一一筆款（金を支給する）

 【3】” 倒一点［酒］（酒を少しつぐ）

 【4】”通一支［姻］（タバコを1本渡す）

 【5】”友一些文具用品（文房具を支給する）

 【6】” 剃下下野下下平（4）（1階席の切符2枚に交換する）

 【7】”奨一台屯子琴（エレクトーン1台を賞品として与える）

 【8】” 教許多生活知誤（生活に関する知識をいろいろと教える）

 【9】”賞罰多奈西（多くの物をほうびとして与える）

 従って，これらの「動詞＋“給”」は1つの複合動詞と考えるのが妥当

である。この場合，“蛤”は動詞と見なしてよかろう。上挙の“班給”“抜

給”“引回” “通町” S'C友給” “換給” “奨給” “下給” “賞給”はすべ

て「動詞＋動詞」という語構成からなる複合動詞である。また，「動詞＋

“給”＋間接賓語＋直接賓語」の文法構造は，「“給”＋間接賓語＋直接

賓語」が，

     “給”＋間接賓語＋直接賓語→“給”＋間接賓語／直接賓語

  例  町回一本需一→給祢／一本噌

とIC分析きれる（5）ように，

     動詞＋“給”＋間接平語＋直接伊語→動詞＋“給”＋間接賓

    語／直接賓語

  例  勝給弥一半一→競給弥／一半

     抜下下属几Al工「一筆款一→抜給下属下ノトエ「／一筆款

と分析するのが妥当である（6）。
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2 動詞十動詞一（2）

 以下の24の例文は，「動詞＋“給”」が二重賓語を取っていないが，実

は二重賓語を取りうるものである。

 【11】 三三我釜琶托入二二我的弓三下序，祢伯大家三雲雲ロ巴！（これ

    は父が人に頼んで届けてよこした郷里の特産品です，みなさん食

    べて下きい）

 【12】 三三几天寄給祢的信，イホ牧到了喝？（数：日前あなたに送った手

    紙，もう届きましたか）

 【13】 弥借給我的那本劣，明天迩祢行喝？（あなたが貸してくれたあ

    の本，明日返せばいいですか）

 【14】 二三写給二二那封信望，三二了去国外誹学的事。（彼女は私に

    くれたあの手紙の中で外国へ行って講演することについて触れ

    た）

 【15】 逮ノト令包二二辻我二二弥的。（このカバンは彼があなたに渡す

    ようにと私にことづけたものです）

 【16】 速本壽是四辻我暫李綿三三。（この本は彼があなたに渡すよう

    にと私にことづけたものです）

 【17】 二子上的逮几ノ1 iilp果是留給イホ吃的。（机の上のりんe“はあなた

    に食べてもらおうと思って残しておいたものです）

 【18】 那箸款是批給我伯が建r房用的。（あのお金は私たちに工場拡

    張用にと許可して与えられたものだ）

 【19】 称放心，ネト友給休的三三二日寸丁丁三三二二。（ご安心下さい，

    給料の追加支給分はいずれ必ず支払われます）

 【20】 三部大型歌刷五月底彩排，六月初将奉献給首都的 大現盒。

    （この長編オペラは5月末にラストリハーサルが行なわれ，6月

    初めに首都の大観衆に捧げられるであろう）

 【21】 速本令借我看看，三天之内一定迩給称！（この本，私に貸して
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  下きい，3日以内に必ずお返ししますから）

【22】 晶晶祢要是湿球佳給我，迭二二就不二三三了！（あの時もしあ

  なたが私に送球してくれていたら，この試合は負けなかったの

  に）

【23】 他伯把又演的牧入全部掲献給了爽民。（彼らはチャリティーシ

   ョー一の収益を全部被災者に寄付した）

【24】 最近他把一件祖佳的珍貴文物指二二了博物館。（最近彼は祖先

  伝来の貴重文物を博物館に寄贈した）

【25】 他三把二三二二十万斤負全部実給了国家。（彼らは捕獲したi数

  十万斤の魚を全部国家に売った）

【26】 我辻三杁楼上把三下扮給我，他三把三等扮給我了。（私は彼に

   2階から鍵をほうり投げてくれと言ったのに，彼はペンをほうり

  投げてよこした）

【27】 他把自己的弓輸給了一Al危重病人。（彼は自分の血を重体の病

  人に輸血した）

【28】 他已三把我那篇文章準蕎二三三三。（彼はすでに私の書いたあ

   の文章を新聞社に推薦してくれた）

【29】 他把自己三二版的一本短篇小悦七三三二他的朋友。（彼は出版

   したばかりの短編小説集を友人にプレゼントした）

【30】 会双決定三三将迭扮文二二山回全国各有美部IN“］。（会議はでき

   るだけ急いでこの文書を全国の各関係部門に印刷して配ると決定

   した）

【31】 他把娼娼帯来的点心都分給大家吃了。（彼は母親が持って来た

   お菓子をすべてみんなに分け与えて食べさせた）

【32】 清畠把那本需品給我看看。（その本を取って私に見せて旧きい）

【33】 祢主我剛冥来的新彊喀二二切給大家芸雲，看看逮瓜志広祥？

   （今買って来た新彊のハミ瓜を切ってみんなに食べてもらい，お

   いしいかどうか見てもらいましょう）
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 【34】 他イ「］把多余的房子辻給我佃住了。（彼らは使っていない部屋を

    私たちに譲って住まわせてくれた）

 上下24例における「動詞＋“給”」は，すべて間接賓語は取っているが，

直接賓語にあたる語は別の位置に置かれている。形式的に見ると上の24例

は次の4通りに分類される。

1

豆

亙

 直接平語にあたる語が，「動詞＋“給”＋間接賓語＋“的”」

という定語（連体修飾語）構造の被修飾語となっているもの

（・［11］ ・N・ ［14］ ）

 直接賓語にあたる語が，「“是”一“的”」という構造からな

る述語の主語となっているもの（【15】～【18】）

 直接賓語にあたる語が，そのままの形で文の話題として文頭に

置かれているもの（【19】～【Z1】）

 直接賓語にあたる語が，介詞“把”または“将”に導かれて「動

詞＋“給”」の前に年前されているもの（いわゆる“把”字句）

（ K221 ・Nt ［34］ ）

 この節の始めで，【11】～【34】の「動詞＋“給”」は二重賓語を取る

ことができると述べたが，以下でそのことについて考察してゆく。

 1の“帯給”“寄給”“借給”“写給”は次のように二重賓語を取るこ

とができる。

 〔35〕 帯給我家多特序 （私に郷里の特産品を持って来る）

 〔36〕寄給祢信 （あなたに手紙を送る）

 〔37〕 借給我一本令 （私に本を1冊貸す）

 〔38〕 写二野一封信 （私に手紙を1通書いて送って来る）

 【13】【14】の“那本門”“那平信”を，〔37〕〔38〕でそれぞれ“一本

令”“一封信”としたのは次のような理由による。

 一般に，中国語では既知，「有定」の直接賓語は文頭に置かれる傾向が

あるω。例えば，

 〔39〕 我給弥速本需。（私はあなたにこの本をあげる）
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の“迭本書”は既知，「有定」の直接賓語であるが，〔39〕は往々にして，

 〔40〕 這本需，我給祢。（この本，私はあなたにあげる）

のように表現される。既知，「有定」の直接賓語は話題として文頭に置い

た方が文としてのすわりがいいのである。そしてこの傾向は述語の構造が

複雑な場合（例えば本稿の「動詞＋“給”」）ほど高い。〔37〕〔38〕を，

 〔37〕'？借給我那本方

 〔38〕'？写平平那封信

とすると不自然な表現になるのは，“二本劣”“那封信”が既知，「有定」

のものだからである。【11】【12】の“家多特序”“信”も「私に持って来

た郷里の特産品」「あなたに送った手紙」であるから既知，「有定」のもの

であるが，“迭”（この）“那（あの）”といった指示語が付いていないため

に，〔35〕〔36〕は成立している。〔35〕〔36〕の“家多特序”“信”はもち

ろん未知，「無定」のものである。

 以上のことをふまえて前節1で扱った例文【1】～【9】を見なおして

みると，それらの文における直接賓語はすべて未知，「無定」のものであ

る。

 亙の“交給” “端下給” “留給” “批給”も次のように二重丁子を取る

ことができる。

〔41〕 交給イホーノト特包（あなたにカバンを1つ渡す）

〔42〕 韓交給弥一本門（人に代わってあなたに本を1冊届ける）

〔43〕 留給祢几ノト革果（あなたにりんごをいくつか残しておく）

〔44〕 平野我イ「］一千元（私たちに1000元のお金を〔国家などが〕許可

  して与える）

 Rの【19】～【21】では直接賓語にあたる語が文の話題として文頭に置

かれているが，その理由はすでに述べたように，直接賓語にあたる語が既

知，「有定」のものだからである◎従って，これらの語を未知，r無定」の

ものにすれば【19】～【21】の“朴給”“奉献給”“迩給”も二重門語を

取ることができるようになる（％
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 〔45〕 子下祢一門銭（あなたに1元追加支給する）

 〔46〕 奉献給首都的 大内盒一部大型歌刷（首都の大観衆に長編オペ

    ラを捧げる）

 〔47〕 述給祢一本弁（あなたに本を1冊返す）

 Wの【22】～【34】はいわゆる“把”字句で，直接賓語にあたる語が介

詞“把”または“将”に導かれて「動詞＋“給”」の前に提前きれている

が，介詞“把”“将”は既知，「有定」の語〔句〕しか導かない。【22】の

“球”，【24】の“一件祖侍的珍貴文物”，【26】の“朝匙”“鋼箸”は表

面上は未知，「無定」のもののように見えるが，文脈の中ではすべて既知，

「有定」のものである。これらの語を未知，「無定」のものにすれば，

【22】～【34】の「動詞＋“給”」も以下のように二重賓語を取ることが

できるようになる。

〔48〕 梶野四一ノト球（私にボールをパスする）

〔49〕 掲献給爽民一筆銭（被災者にお金を寄付する）

〔50〕 掲贈給博物棺一件文物（博物館に文物を1つ寄贈する）

〔51〕 妻給国家恨多豊（国家に多くの魚を売る）

〔52〕 拐給我一把朝匙（私に鍵を1つほうり投げる）

〔53〕 輸給病人二百。．c的血（病人ec 200㏄eの輸血をする）

〔54〕 推門門振社一篇文章（新聞社に文章を1っ推薦する）

〔55〕 贈給朋友一本小門（友人に小説を1冊プレゼントする）

〔56〕 印友給全国各有美部ロー粉文件（全国の各関係部門に文書を印

  刷して配る）

〔57〕 分給大家点心（みんなにお菓子を分けてあげる）

〔58〕 掌給我一本令（私に本を1冊取ってくれる）

〔59〕 切給祢一半［恰密瓜］（9）（あなたにハミ瓜を半分に切ってあげる）

〔60〕 辻町贈号一同房子（私たちに部屋を1つ譲ってくれる）

 以上見てきたように，【11】～【34】中の「動詞＋“給”」はすべて二

重賓語を取ることができる。また“給”は「与える」という本来の意味を
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持っていて，「動詞」で表わされている動作行為の結果，直接評語で表わ

されている物は，間接賓語で表わされている人または機関に「授与」され

る。従って，これらの「動詞＋“給”」も「動詞＋動詞」という語構成か

らなる1つの複合動詞と見なすのがよい。

3 動詞＋弔詞一（1）

 【61】 我把我的朋友前群給半群，弛室根旧地成了好朋友。（私は私の

    友人を彼女に紹介したが，2人はあっという間に仲良しになつ

    た）

 【62】 妻子一汽之下回了里家，把所有的家具都響給了丈夫。（妻は怒

    りの余り実家へ帰ってしまい，家事をすべて夫に投げ出した）

 【63】 丈夫一心朴在工作上，把所有的家秀弾帯給了妻子。（夫は仕事

    にかかりきりで，家事をすべて妻に押しつけた）

 【64】 有些父母忌喜欧把自己的意見彊加給雪女イ「］。（ある親は自分の

    意見を子供たちに押しつけることばかりを好む）

 【65】 他把自己的一生貢献給了他所熱愛的教育門並。（彼は自分の一

    生を彼の熱愛する教育事業に捧げた）

 【66】 他把牢生的精力都献給了医学事並。（彼は畢生の力をすべて医

    学事業に捧げた）

 上挙6例はすべて，前節2の【22】～【34】と同じように“把”字句の

構造になっている。しかし，この6例と【22】～【34】には違いがある。

先にも述べたように“把”によって導かれる語は既知，「有定」のもので

なければならない。【22】～【34】ては，“把”によって導かれている語を

未知，「無定」のものにすれば，その語を「動詞＋“給”＋間接耳語」の

後ろに置いて直接賓語とすることができた◎もう1度その例を2つ挙げる。

 〔48〕 佳給我一ノト球（私にボールをパスする）
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 〔49〕 揚献給寅民一浮寝（被災者にお金を寄付する）

 しかし，上挙6例ではそれが不可能である。

 【61】'＊介紹給地一ノト朋友

 【62】'＊去給丈夫一ノ1th“J事

 【63】'＊推当妻子一剣染事

 【64】'＊強加給几女伯一Al意見

 【65】'＊貢献給教育月並一拝力量

 【66】'＊献給医学事並一些力量

 このように，【61】～【66】の「動詞＋“給”」は二重虚語を取ること

ができない。しかし，“把”によって導かれている語は「動詞十“給”」

中の「動詞」の直接賓語とすることができる。

 【61】” 介9B我的朋友（私の友人を紹介する）

 【62】”去所有的家劣（すべての家事を投げ出す）

 【63】”推所有的家妻（すべての家事を押しつける）

 【64】” 累加自己的意児（自分の意見を押しつける）

 【65】”貢献自己的一生（自分の一生を捧げる）

 【66】”献単生的精力（畢生の力を捧げる）

 以上のことから，“把”によって導かれている語は，【22】～【34】．で

は「動詞＋“給”」の直接内語であり，【61】～【66】では「動詞」の直

接応力であることがわかる。

 結局，【61】～【66】の「動詞＋“給”」は間接賓語しか取れないこと

になるが，その原因は“給”の動詞性の虚化によるものと思われる。「与

える」という本来の意味も認めがたい。例えば，【61】で“介多召”という

動作行為の結果，“我的朋友”が“勉”に「授与」されるとは考えにくい

し，また【62】でも“芸”という動作行為の結果，“所有的家秀”が“丈夫”

に「授与」きれるとは考えにくい。

 上例【61】【62】と次の〔67〕〔68〕を比較してみよう。

 〔67⊃ 我介招給学校一ノト英沼教師。（私は学校に英語の教師を1人紹
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    介した）

 〔68〕 他芸給小胆白菜叶。（彼は窺うさぎに白菜の葉を投げ与えた）

 【61】【62】で二重露語を取ることのできなかった“介選鉱”“芸給”

が〔67〕〔68〕では二重賓語を取っている。〔67〕〔68〕の“給”は「与え

る」という本来の意味も持っている。〔67〕では“介紹”という動作行為

の結果，“一ノト無恥教師”が“学校”に「授与」されている。この“一奈

英浩教師”は“学校”に所属することになるからである。また，〔68〕でも

“芸”という動作行為の結果，“白菜叶”は“小息”に「授与」されてい

る。〔67〕〔68〕における“介紹給”“芸給”は「動詞＋動詞」という語構

成からなる1つの複合動詞である。“給”に動詞性が残っているかどうか

は，このように語と語の間の意味関係にも左右きれる。

 さらに，前節2に挙げた例文【20】【23】及び下の〔69〕を，上挙【65】

【66】と比較してみよう。

 【20】 這部大型駄卸五月底彩排，六月初将奉献露見都的 大霜余。

    （この長編オペラは5月末にラストリハーサルが行なわれ，6月

    初めに首都の大観衆に捧げられるであろう）

 【23】 他佃鼻綱演的牧入全部麹菌給了乱民。（彼らはチャリティーシ

    ョーの収益を全部被災者に寄付した）

 〔69〕 我献給他一呆花。（私は彼に花を捧げた）

 【20】の“奉献給”，【23】の“拐献給”はそれぞれ，

 【20】'奉献給首都的 大現愈一部大型歌刷

 【23】' 掲献給爽民一箔裁

のように二重賓語を取ることができた。〔69〕の“薄給”も二重賓語を取

っている。 “奉献”“掲献”“貢献”“献”はすべて同じような意味を持つ

語に見えるが，“奉献”“凶猛”は金品を捧げる場合，“貢献”は力量や

生命を捧げる場合に用いられることが多い。そして“献”は“貢献”にや

や近いが，金品を捧げる場合にも用いられる。【20】'では“奉献”という

動作行為の結果，“一部大型歌刷”が“首都的 大規愈”に「授与」され，
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【23】'では“掲献”という動作行為の結果，“一箸銭”が“爽民”に「授

与」され，そして〔69〕では“献”という動作行為の結果，“一朶花”が

“他”に「授与」きれる一つまり，“給”に「与える」という意味があ

る一と考えることができるが，【65】【66】では無理である。“自己的一

生”“単生的精力”、が“一部大型歌居U” “一一一筆ift” “一朶花”のような具

体的な物ではないからである。これは【61】～【66】すべてについて言え

ることである。

 従って，【61】～【66】の“給”はその直前の「動詞」の方向を示して

いるだけと考えた方がよい。この場合の“給”は「与える」という意味の

動詞ではなく，「一に」という意味の介詞である。しかし，これらの

「動詞＋“給”」には，間接賓語を取ることができる，動詞接尾語の“了”

を付加することができるといった動詞性がある。上挙6例中，【64】以外

の「動詞＋“給”」には“了”が付加されている。以上のことから考えて，

これらの「動詞＋“給”」は「動詞＋介詞」からなる1つの複合動詞と見

なすのが妥当であろう。

4 動詞＋介詞一（2）

【70】 他日力了逃避罰款，把造成ts一一帯水源汚染的責任綾嫁給我伯「。

   （彼らは罰金を逃れるために，この一帯に水源汚染をもたらせた

  責任を私たちの工場に転嫁した）

【71】 イホ的病如果不及文治庁，将会遇染給三子的。（あなたの病気は

   もし治療が遅れればきっと子供にうつりますよ）

【72】 丙年前，地嫁給了一位工程帰。（2年前，彼女はあるエンジニ

  アのもとに嫁いだ）

【73】 他白墨四次荻得辻這ノト項目的冠軍，但今年却敗二五一位年回的

   臥友。層（彼はかつて4度この種目で優勝したことがあるが，今年
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    は若手のチームメイトに敗れた）

 【70】において訳詞“把”で導かれている語“責任”は“造成送一帯水

源汚染的”という定語の修飾を受けることによって，既知，「有定」のも

のとなっているが，この“責任”を例えば“一些責任”のように未知，

「無定」のものにしても，“韓無給我イ「『”という「動詞＋“給”＋間接賓

語」構造の後ろに置くことはできない。

 〔74〕＊特嫁給我伯「一些責任

もともと，この“野畑”という動詞は，“責任”という語を直接賓辞とし

て取ることはできないのであるCO。

 〔75〕＊“韓嫁責任

 従って，“鞍嫁”“責任”という語を用いて「責任を〔誰々または何

々〕に転嫁する」と言う場合には【70】のように“把責任駿嫁給一”

という表現にせざるをえない。この場合，“綾嫁給”の後ろに間接賓語を

置くことはできる。この“給”は“軽軽”という動作行為の方向を示して

いるだけである。従って“韓嫁給”は「動詞＋睡臥」という語構成からな

る複合動詞と考えるのがよい。

 【71】の“侍蟻給”，【72】の“嫁給”はそれぞれ「〔誰々〕に伝染す

る」「〔誰々〕に嫁ぐ」という意味で使われている。 “侍染”には「伝染す

9る，うつる」という不及物動詞（自動詞）の意味と「伝染させる，うっ

す」という傷物動詞（他動詞）の意味が，また“嫁”には「嫁ぐ」という不

及物動詞の意味と「嫁がせる」という及物動詞の意味がある。【71】【72】

における“侍染”“嫁”は不及物動詞であるから直接賓語を取ることはで

きない。そして“給”は“侍染”“嫁”という不上物動詞の方向を示して

いるだけである。従って，これらも「動詞＋介詞」という語構成からなる

複合動詞と考えるのがよい。

 しかし，“侍浜”“嫁”が抑奪動詞として使われている場合には，“佑染

給”“嫁給”は二重賓語を取ることができる。

 〔76〕 我佳染給他肝炎。（私は彼に肝炎をうつした）
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 〔77〕 我輩給他一ノト女几。（私は彼に娘の1人を嫁がせた）

 この場合の“練染給” “嫁給”は本稿1，2で扱った「動詞＋“給”」

と同様，「動詞＋動詞」という語構成からなる複合動詞と考えるべきであ

る。

 【73】は“敗給”の例であるが，“敗”にも「敗れる」という不及物動

詞の意味と「敗る」という薄物動詞の意味がある。

 〔78〕 敢掻玉了。（敵軍が敗れた）

 〔79〕 人民軍大敗侵略軍。（人民軍は侵略軍を大いに敗った）

 〔78〕の“敗”は「敗れる」という意味の不眺物動詞であるが，〔79〕

の“ s”は「敗る」という意味の勝物動詞で“侵略軍”はその直接賓語と

なっている。しかし，【73】の“金主”には「〔誰々〕に敗れる」という不

型物動詞の意味しかなく，この点では“侍染給”“嫁給”と性質を異にす

る。先に見たように“侍属島” “嫁給”は不写物動詞，野物動詞の2通り

に使うことができた。

 古代漢語には「動詞＋“子”」で受身を表わす用法があった。“干”の品

詞は介詞である。

 〔80〕 鱗而兵破干隊渉，地寺子刈氏者，何也？（然れども兵宇戸に破

    られ，地劉氏に奪はるるは，何ぞやく漢書・富山列伝〉）

 〔81〕 疑心者治人，労力者治為人。（心を労する者は人を治め，力を

    労する者は人に治めらるく孟子・縢文公上〉）

 〔80〕の“建干”“寺干”はそれぞれ「〔誰々〕に破られる」「〔誰々〕に

奪われる」という意味である。“破”（破る）“寺”（奪う）は本来，及物動

詞であるから“破兵”（兵を破る）“調馬”（地を奪う）のように直接日置を

取ることができるが，〔80〕では“兵”“地”が主語となっている。そして，

“破”“寺”に介詞“子”が付くことによって受身を表わしているのである

が，“破子”“羽島”はもういかなる直接賓語を取ることもできない。従っ

て，“破子”“寺干”は“破”“寺”という及物動詞が不及物動詞化したも

のと言える。'‘子”の後ろの成分は間接賓語である。また，〔81〕では“治
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人”“治子人”と対比的に使われているが，前者の“治”（治める）は及物

動詞で直接目語“人”を取り，後者の“治手”は不及物動詞化しており間

接一語“人”を取っている。

 次の〔82〕は現代中国語において「動詞＋“子”」が受身を表わしてい

る例である。

 〔82〕 中国臥敗干美国臥。（中国チー・…ムはアメリカチt一・一ムに敗れた）

 介詞“子”は書面語で，〔82〕の“敗干”は口語では“敗給”に取って

代わられる。

 〔83〕 中国臥敗給美国臥。（〔82〕に同じ）

 〔83〕の“敗給”は“敗干”と同じく不三物動詞として使われているの

で，いかなる直接賓語を取ることもできない。従って，【73】〔83〕の“敗

給”は「動詞＋唐詞」という語構成からなる複合動詞と考えるのが妥当で

ある。

  “敗給”とほぼ同じ意味を持つ語に“輸給”がある⑳。次の2例はほぼ

同義である。

  〔84〕 我イ「］酸敗給美国譲。（私たちのチームはアメリカチームに敗れ

    た）

  〔85〕 我イ「］臥輸給美国士。（同上）

 先にも述べたように〔84〕の“敗給”はいかなる直接賓語を取ることも

できないが，〔85〕の“輸給”は次のように直接賓語を取ることができる。

  〔86〕 我伯異型艶美国臥口分。（私たちのチーームはアメリカチームに

    2点差で敗れた）

  〔87〕 我伯駄輸給三国臥丙ノト球。（私たちのチームはアメリカチーム

    に2ボール差で敗れた）

  〔88〕＊我伯臥敗給美仰臥丙分。

  〔89〕＊我詮議敗給美国臥丙Ai球。

 上例を見ればわかるように，．“輸給”は間接謙語（“美国臥”）と直接賓

語（“丙分”“丙ノト球”）を取ることができる。また“給”には「与える」
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という意味もあり，〔86〕〔87〕では“輸”という動作行為の結果，“爾分”

“丙・↑・球”が“美並臥”に「授与」されている。“玉壷” “丙ノト球”といっ

た得点やボール〔差による得点〕が「授与」されるというのは理解しがた

いかもしれないが，次の例を見れば，まとめて「授与」と見なした方がよ

いことがわかるであろう。

 〔90〕 我輸給血銭。（私は彼に〔競技や賭け事で〕負けてお金をやつ

    た）

 従って，．“輸給”は“敗血”とは異なり，「動詞＋動詞」という語構成か

らなる複合動詞と見なすべきである。

5 動詞／介詞

 【91】 核子毎天晩上都把在幼几國学的几歌背給娼妊所。（子供は毎晩，

   幼稚園で習った童謡を暗唱して歌いお母さんに聞かせた）

 【92】 三把釜釜的来信念給妨妨所，弛高来扱了。（私が父からの手紙

    を読んでおばあさんに聞かせると，おばあさんはとても喜んだ）

 【93】 献身高来，地故意提高了声音，我三三三三給我所的。（私がは

    いって来たのを見て，彼女はわざと声を高くした，私は彼女が私

    に聞かせようとしているのだと思った）

 【94】 迭・島人根虚伽，干什広事都好心臨画別人看的。（この人は偽善

    的な人で，何をする場合も人に見せようとしてやっているようだ）

 上例【91】～【94】の共通点は，述部に「動詞＋“給”＋人を表わす語

＋動詞」という構造が含まれていることである。「人を表わす語」は一見

すると「動詞＋“給”」の間接豪語であるかのようilc一一一例えば“背給娼

婦”で「お母さんに暗唱して歌ってあげる」，“念給妨妨”で「おばあさ

んに読んであげる」という意味になっているかのように一思われるが，
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「動詞＋“給”＋人を表わす語」だけでは文としても句としても成立しな

い。

 【91】' ＊背給妬娼

 【92】，  ＊念多合妨亥乃

 【93】' 甚悦給我

 【g4】' ＊倣給別人

また，その後ろにいかなる直接賓語を置くこともできない。

 以上のことから，これらの「動詞＋“給”」が1つの動詞としての機能

を全く備えていないことがわかる。実は，これらの「動詞＋“給”」はこ

れまで見てきた「動詞＋“給”」とは構造が全く異なり，

     動詞＋“給”＋人を表わす語＋動詞→動詞／“給”＋人を表

    わす語＋動詞

     背給妬娼q斤一一・背／給娼婦折（暗唱してお母さんに聞かせる）

     念給妨妨所一→念／轡型妨所（読んでおばあさんに聞かせる）

     悦給我所一→説／給我所（話して私に聞かせる）

     倣華押人置一→倣／給別人看（〔何かを〕して人に見せる）

とIC分析すべきものなのである。このことは下の例文のように“背”

“念”・など前の「動詞」の後ろに旭町を置くことができることからもわか

る。つまり，前の「動詞」と“求hはそれぞれ完全に独立した1語であり，

この場合の“給”は典型的な玉詞である。

 〔95〕 背一首詩給娼判所（詩を暗唱してお母さんに聞かせる）

 〔96〕 念一封信給妨三所（手紙を読んでおばあさんに聞かせる）

 〔97〕 悦一ノト笑活給我所（笑い話をして私に聞かせる）

 〔98〕 倣実験給別人看（実験をして人に見せる）

これらはいわゆる連動式の文である。

 ここで【91】～【94】と下の例文を比較してみよう。

 〔99〕 他把手里的白菜叶芸発呼免吃。（彼は手に持っていた白菜の葉

    を小うきぎに投げ与えて食べさせた）
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 〔99〕の述部にも「動詞＋“給”＋人を表わす語（ただし，この場合は

「人」のかわりに“小免”という動物が使われている）＋動詞」という構i

造が含まれている。しかし〔99〕の“去給”は「動詞＋動詞」という語構

                    ま成からなる1つの複合動詞である。なぜなら〔99〕の“去給小免吃”は

【91】～【94】とは違い，後ろの「動詞」を省略することができる。

 〔100〕 蝶蝶小早（小うさぎに投げ与える）

また，〔100〕の後ろには未知，「無定」の直接賓語を置くことができる。

 〔101〕 去給小免白菜叶（小うざぎに白菜の葉を投げ与える）

きらに〔101〕に先ほど省略した「動詞」“吃”を加えるならば，“小免”の

後ろではなく，“白菜叶”の後ろである。

 〔102〕 芸給小免白菜叶吃（野うさぎに白菜の葉を投げ与えて食べさ

    せる）

 〔103〕 ＊芸給小早吃白菜叶

〔102〕のIC分析は次のようになる。

      芸給小免白菜叶吃一→芸給小免白菜叶／吃

 従って，〔99〕の“去給小免吃”のIC分析も，

     下多合ノ1、免ロ乞一一→芸多気ノ」、免／a乞

    ＊去多合ノ」、照日乞一一→・芸／給ノj、黒目乞

となる。〔99〕は【91】～【94】とは構造的に異なるのである。

 実は，本稿の2で扱った例文にも⊂99〕と同じ構造を持つものがいくつ

かあった。【17】【18】及び【31】～【34】である。6つの例文の全体を

再び挙げると煩雑になるので，それぞれの例文の問題箇所だけを以下に挙

げる。

 【17】 需給弥吃（あなたに残しておいて食べさせる）

 【18】 細字我伯円建「房用（私たちに許可して与え工場拡張のために

    使わせる）

 【31】 分給大家吃（みんなに分け与えて食べさせる）

 【32】 三三我看看（私に取って見せる）
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【33】 切髪祢芸芸（1M（あなたに切って食べさせる）

【34】 辻給我伯住（私たちに譲って住まわせる）

これらの後ろの「動詞」は省略することができる。

（17］'

（18］'

（31］'

［32］'

（331'

K341'

尊簡祢（あなたに残しておく）

批給我個・（私たちに許可して与える）

分給大家（みんなに分けてあげる）

掌給歩く私に取ってくれる）

切子イホ（あなたに切ってあげる）

辻給我伯（私たちに譲ってくれる）

この後ろには直接賓語を置くことができる。つまり，これらの「動詞＋

“給”」は二重謙語を取ることができるのである。

 【17】”週給祢徳満草聖（あなたにりんごをいくつか残しておく）

 【18】”批給我イ「］一千元（私たちに1000元のお金を許可して与える）

 【31】”分給大家点心（みんなにお菓子を分けてあげる）

 【32】”掌給我一本令（私に本を1冊取ってくれる）

 【33】” 切給弥：一半（あなたに半分切ってあげる）

 【34】”辻給我伯一圃房子（私たちに部屋を1つ譲ってくれる）

さらにこの後ろに，先ほど省略した「動詞」を付けることができる。

 【17】'”留給祢几AT革果吃 （あなたにりんごをいくつか残しておいて

   ・食べさせる）

 【18】'e）批給我イ「］一千元ザ建π房用 （私たちに1000元のお金を許可し

    て与え工場拡張のために使わせる）

 【31】'”分給大家点心吃（みんなにお菓子を分け与えて食べさせる）

 【32】'”掌給我一本需看看（私に本を1冊取って見せてくれる）

 【33】”'切給祢一半裳裳（あなたに半分切って食べさせる）

 【34】'”辻給我イ「］一悪房子住 （私たちに部屋を1つ譲って住まわせて

    くれる）

従って，【17】【18】及び【31】～【34】のIC分析は〔99〕と同じよう
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に，

留多合イホロ乞一一→・野阜｛ホ／吃

批給嘆願扮建「房用一→専守我伯／ザ建」一房用幽

分給大家吃一→分給大家／吃

阜給我看看一→掌給我／看看

切給祢嘗芸一一→切給祢／裳雲

辻給我イ「］住一→押下我伯／住

となる。

6 まとめ

 以上，現代中国語における「動詞＋“給”」を，

 （i） 「動詞＋動詞」という語構成からなる1つの複合動詞

 （ii） 「動詞＋解同」という．語構成からなる1つの複合動詞

 （iii） 動詞／介詞と分析すべき2語

の3つのパターーンに分けて考察してきた。

 今まで全く触れなかったが，《双沼劫洞一三果朴沼搭：配洞典》はその書

名からして言うまでもなく，これらの「動詞＋“給”」を「動詞＋結果補

語」構造として扱っているのである。これと似た扱いをしているものに三

月隼，溢一抹，故静1983がある。苅等は「“給”＋名詞」が動詞の前に置

かれる場合と動詞の後ろに置かれる場合とに分け，前者を状語（連用修飾

語），後者を結果補語としている暢例えば，

 〔104〕 馬子姐姐写了一封信。（私は姉に手紙を1通書いた）

 〔105〕 老師交給我一拝朝匙。（先生は私に鍵を1つ渡した）

において〔104〕の“給姐姐”は状語，〔105〕の“給我”は結果補語とい

った具合である。 〔104〕の“給姐姐”が動詞“写”の状語であるという

点に関しては筆者も異論はない。この場合の“給”は介詞であり，これが
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介詞の最も基本的な用法である。

 〔105〕の“交給［我］”は本稿の（i）にあたるが，刈等は本稿の

（ii）をどのように扱うのであろうか。苅等が考察の対象としているのは

（i）の例だけである。（i）（ii）を一（iii）も含めて一「動詞＋

結果補語」として扱っているのが《収活劫洞一結果朴沼搭配洞典》である

が，本稿では，．「動詞＋“給”」が二重一語を取るかどうか，“給”に「授

与」の意味があるかどうかという2点から（i）（ii）のように分類した。

（iii）は最後の節5で検討したように，いわゆる連動式として扱うべきも

ので，絶対に「動詞十結果補語」構造として扱うことはできない。これは

《双う一州i司一多吉果ネトi吾子酉望都典》のミスであろう。

  注

（1） 王硯牧，焦群，庇顯1987。

② 【 】は《双語劫洞一結果朴i吾搭配洞典》中の例文を示す。

（3）厳密に言えば，この“餅”は「一一一L一を割る」の意味ではなく，「一に割る」．

 つまり“班成”の意味である。

（4）厳密に言えば，この“換”も「一を交換する」の意味ではなく，「一一一ve交

 即する」，つまり“換成”の意味である。

（5）徐枢1985，70頁に，

          給 他  丙本需

L埜」L塞」
          国圓

 という分析がある。

（6）功徳煕1982，170頁に“送自他／一件毛衣”とある。

（7）間接密語は，既知，「有定」のものであっても面前されにくいようである。例

 えば，“我給他一民需”の“他1'は既知，「有定」のものであるが・“？他，我給

 「本需”は不自然である。

（8）《双活劫洞一結果朴二心二二典》では“朴給”の例文として【19】を挙げてい
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 るが，【19】には“三友給”という「動詞＋“給”」も含まれている。“朴炭給”

 は“朴給”とほぼ同義であり，“朴友給祢一快銭”のように二重賓語を取ること

 ができる。

（9） “＊切掛大家一ノト恰密瓜”は不成立である。“切一ノト恰密瓜”は「“一一ノト恰密

 瓜”（1つのハミ瓜）をいくつかに切る」という意味だが，いくつかに切ってし

 まうと“一ノト恰密瓜”は存在しなくなり，それを“大家”に与えることができな

 くなるからである。ここでは，「半分に切って，〔その半分を〕あなte ve与える」

 という意味の例文にした◎

OΦ “推卸責任”は可能である。

OD この“輸”は【27】の“輸”（運ぶ，輸血する）と同義ではなく，「負ける，

 敗れる」の意味である。

働 注（9）参照。

⑯苅等1983，394-398頁。
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